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論 文 内 容 の 要 旨 
1018 eV 以上のエネルギーをもつ極高エネルギー宇宙線の研究はここ最近大きな進展があった。しかし、
その起源は未解明で、解決すべき大きな課題である。現在極高エネルギー宇宙線を観測している主な実験















実験の一次ガンマ線割合上限値は Z-Burst モデルを除く Super Heavy Dark Matter モデル、Topological 
Defect モデルを 95%確度で制限した。 


















すべき貢献である。2008 年から 5 年間にわたる観測によって得られた事象から極高エネルギーガンマ線
を探索し、観測事象に極高エネルギーガンマ線が含まれないとする仮定と無矛盾であると結論した。この
事実から、観測可能なエネルギー範囲の全粒子数に占める極高エネルギーガンマ線の割合の上限値を得た。
これはハイブリッド観測によるものとしては、北半球で初の成果である。この上限値によって極高エネル
ギー宇宙線を超重粒子起源とするトップダウンモデルを 1019eV 以上のエネルギー領域については棄却し
た。 
これらの研究成果の当該研究領域の進展に対する貢献は大きく、博士課程の研究として高く評価される
ものである。よって、本論文は博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
